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大台町は、三重県の中南勢地域

し、面積は 362.94k ㎡で、その 9

めています。また、町の中央を流

川は、これまで「清流日本一」に

います。 

古くは 1304 年の伊勢神宮式年

山として江馬山の材木が使われて

年代後半には計画的な造林が一般

年代に急速に規模が拡大しました

薪炭林として活用された後、スギ

造林が一斉に始まりました。 

近年は、木材価格の低迷や後継

より林業生産が著しく停滞し、手

い人工林が増加することとなりま

16 年 9 月 28 日から 29 日にかけて

を襲い、増水・土石流・山腹崩壊な

尊い人命も失われました。 

大台町の林業の歴史 

大大台台町町苗苗木木生生産

大台

大台町の民有林

「平成 19 年度版森林

域の南西部に位置

0%以上を山林が占

れる一級河川・宮

何度も選出されて

遷宮の際に、御杣

いました。明治 30

般化し始め、昭和 30

。戦後、天然林は

を中心とした拡大

者不足等の原因に

入れが行き届かな

した。また、平成

て台風 21 号が当地

など大惨事が生じ、

産産協協議議会会ががででききるるまま

台町桧原 野又谷

人工林

針

0
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林樹種別面積割合 

林・林業統計書」より 

ままでで  

大台町小滝 始神谷

人工林スギ

32.1%

人工林ヒノキ

25.5%

人工林マツ

1.2%
林その他

針葉樹

0.1%

無立木地等

0.8%

                                                 

大台

宮川

協議

より、

組織さ

設立

及び、

山林緑

では、

約 100

らに多

協議会

近年

緑化を求

しか

った多様

台町で

生する樹

 

協議会

ヒメ
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台町苗木生産協議会は、日本一の清流とも言われ

川村地域を中心に設立されました。 

議会は、大台町広報誌「広報おおだい」での公募

平成 20 年 3 月、会長の天野忠一を含めた 15 名

されました。事務局は宮川森林組合に置いています

立の目的は「地域性苗木・特用林産用苗木の生産

育苗技術の向上を図ると共に、地域性苗木によ

緑化の重要性の理解増進に努めること」とし、現

専門家の方々からもアドバイスをいただきなが

0 種類の苗木の生産を行っており、将来的には、

多様な樹種の生産を目指しています。 

会の役割

、大台町では、皆伐後の未造林地の増加や災害に

求める声が高まっています。 

し、従来行われてきた地域性を考慮しない画一的

様な生態系の破壊、遺伝子のかく乱などの問題が

は、地域林業全体の活性化、多様な生態系を維持

樹木の種子から育てた「地域性苗木」を生産する

会の発足の背景 

ブナの種 

シャラの実生 

れる宮川の上流域にある自然豊かな大台町の旧

募に

名で

す。 

産、

よる

現在

ら、

さ

による崩壊地の発生により、周辺住民から

的な植林を行うと、もともとその地域にあ

が発生する可能性があります。そこで、大

持した森林の回復のために、その地域に自

ることになりました。 

天野忠一会長

大台ケ原原生林

NPO 法人大杉谷自然学校 森正裕氏 撮影

長



 

地域性苗木生産にあたって、こ

（播種・鉢上げ､管理等）と大きく

も重要となってくるのが植生調査

種があるか、なぜその樹種がその

木の生産にとってとても重要なも

また近年では、ウサギや鹿の獣害

設置して苗を保護しなければなら

なっています。動物との共存もこ

とつの課題となっていくでしょう

地域性苗木生産全体の流れ

① 現地に出向き植生を調査しま

④ ある程度成長したら鉢上げ

⑤ 水・肥料などで丁寧に育苗

地地域域ととのの協協働働
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ここでは調査・採種・育苗

く分けて説明します。中で

査です。どの場所に何の樹

の場所にあるかは地域性苗

ものになっているのです。

害がひどく、獣害ネットを

らないという厳しい現状と

これからの地域性苗木のひ

。 

れ 

③ 採種した種を播種しま

ます。 ② 調査結果を基に採種し

げをします。 

苗します。 ⑥ 成長した苗木を植栽し

にによよるる苗苗木木づづくくりり  

                                                 

ます。 

します。 

します。 

獣害ネット

地域

めの

生産状

協議会

平成 20

て、また

す。なお

情報を記

生産記

現場への

苗畑会

会員同

期的に会

協議会の

る事項、

廃に関す

す。 

                                          4 

域が一体となった苗木生産のしくみづくりを目指

の品質の確保・植栽現場に適応する苗木生産に取

状況・生産履歴の記録 

会では、「地域性苗木採種・生産記録の取り方（案

0 年）をもとに、苗木の生産に際して、生産者ご

た、種子採取地、採種・播種・鉢上年月日といっ

お、採種の際にはＧＰＳを用いて緯度・経度、標

記録し、地域性苗木の証明として使用しています

記録を作成する目的・意義としては、生態系の保

の適応のための情報管理等が挙げられます。 

議の開催

同士の情報・意見交換の場として定

会議を開催しています。会議では、

の目的達成のため、事業計画に関す

、事業報告に関する事項、規約の改

する事項などについて話し合いま

地域性苗木証明書 

指すとともに、系統的遺伝子の保全と多様性のた

取り組んでいます。 

地域性苗木母樹詳細 

案）」（日本植木協会 地域性苗木生産研究会，

ごとの規格別の生産本数を「生産状況」とし

った情報を「生産履歴」として保存していま

標高、斜面方位といった採種した母樹の位置

す。 

保全に寄与、一般的な苗木との差別化、植栽

会議の様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

 

大台町苗木生産協議会ではより

するため、専門家の意見を取り入

その一環として、平成 20年 12

る苗木をどのように生産し、供給

良な苗木の生産・流通に取り組ん

また、「自然配植技術協会」に入

しながら緑を創造し保全する自然

今後は、より良い森林づくりを

躍を願っています。 

専門家の助言と協力 

日本植木協会國忠先生によ

（平成 2

よよりり高高度度なな苗苗

自然配植技術協会高田先生によ

（平成 20 年 3 月 奈良教育
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一層、生物多様性の高い生態系を保全する体制

入れ、技術の向上に努めています。 

月に「日本植木協会」に入会し、地域の自然再生

していくかなどの情報収集や発信を行い、地域に

んでいます。 

入会、連携をとり、自然のもつ豊かで多様な力を

然配植技術を生かして、森林づくりを進めていま

していくと共に、苗木生産だけでなくさらなる森

る育苗指導

21 年 4 月）

日本植木協会國忠先生による

（平成

木木生生産産へへ  

る技術研修

大学にて）

自然配植技術協会高田先生

（平成 21 年 2 月 京都

                                                  

を整備・充実

生等に応え得

に適合した優

をうまく生か

す。 

森林緑化の飛

土つくり研修

成 21 年 5 月）

生との現地研修

都一条山にて）

専門

生物

既

ズの

ジを

中的

の設

自然

巣

遮

よ

な

な

異

な
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門家の方々からもアドバイスをいただきながら、

物多様性の高い森づくりにつなげていきます。 

往の樹林化技術のように全面を一様に樹林化さ

樹木が共存できる複相性、モザイク性の高い群

実現することを大切にした植栽技術です。立地

な植栽配置、同種の苗木 3 本を三角形に植える

置を基本とし、植栽する苗木には「地域性苗木」

然配植技術 

規則一様/ランダム一様造林  

規則性のある群落から

植えの効果 

光の働きによる伸長成長、同種での共存に

る病原菌への耐性、密植による下草の抑制

どの効果が望まれます。 

パッチデ

従前の防

鹿柵であ

を育成

ぜ異齢林に？？ 

なるサイズの樹種が群落することで木漏れ日が生まれま

植物、生物を育み多様な生態系を創り出します。 

 

将来的にはさらに多様な樹種の生産を目指し、

せるのではなく、異齢林と呼ばれる様々なサイ

落を美しく配置し、何百年後の森の姿のイメー

条件・樹種特性を最大限生かすランダムかつ集

巣植え、獣害対策のためのパッチディフェンス

」の使用が望まれます。 

ランダム集中配植造林  

モザイク性の高い異齢林へ 

ディフェンスとは… 

防鹿対策と比べてシカの完全排除の効果が高い防

あり、森林環境の維持に必要な林冠高木の後継樹

し、異齢林に誘導するために設置します。 

ます。その木漏れ日が樹下の光環境を良くさせ様々



 

 

 

新新たたなな森森づづくく

場所によって育つ木を調査し、

いろいろな植物や生き物がくらす

は人や動物と違い一度、山に植え

は、植えた木の寿命を縮めるだけ

す。  

地域性苗木を活用した植栽は、

自然配植技術を使用した施

皆伐跡地の造林 

皆伐跡地では、従来型の森林・

策から転換し、それぞれの森林区

じた効果的、効率的な森林施策を

ることとしています。 

大台町大杉地内桑木谷、神滝地

谷においては森林の環境公益の高

を目的とした森林環境創造事業に

植樹を実施しました。 

りりのの展展開開  

景色がきれいな山にするのか、土砂崩れに強い

す山にするのかなど、山づくりの目標を決めて木を

ると動く事ができません。適さない場所に木を植

でなく、自然にもどす山づくりが不自然な物にな

新規事業の展開や地域林業振興にも役立つと考

施工例 

治山法面では、目

樹種選択、配置する

再生、修景、斜面保

大台町滝谷地内八

天然素材の簡易法面

ンター）を使用し、

た。 

治山法面の緑化 

林業施

分に応

展開す

内始神

度発揮

より、
パッチディフェンス 

樹冠想定図 

パッチディフェンス

植栽パッチ配植図 
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山にするのか、

を植えます。木

植えてしまう事

なってしまいま

えています。 

的、機能に沿った

ことにより、自然

保全を行います。 

八知山においては

面植栽柵（エコプラ

植樹を実施しまし

                                                 

植樹

仕組
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企業の森

富士通中

一環として

森づくりを

町唐櫃地内

ています。

漁民の森 

三浦漁業協同組合では、森林と海との

つながりを深め水源涵養林の育成を図る

目的で、平成 9年から大台町大杉地内の

大杉谷国有林、平成 17 年からは同地内の

大杉谷林間キャンプ村周辺の町有林に植

樹を実施しています。 

樹においては、地域性苗木を積極的に導入し地域

組みを構築していきます。 

のま

的

に、

公園

水土里の森 

水土里ネット宮川用水では、水源

地を理解する体験学習会として、平

成 20 年に大台町小切畑地内、平成

21 年からは薗地内アソ谷に植樹を

実施しています。 

パッチディフェンス 

森 

中部システムズでは、CSR 活動の

て、地域の自然回復拠点となる

を目標に、平成 19 年から、大台

内において植樹・育林を実施し

 

域生態系の保全に努め、将来的には循環していく

またの森 

自然体験活動の場を創造することを目

として、NPO 法人大杉谷自然学校ととも

、大台町桧原地内野又谷のホタルの里

園において植樹を実施しました。 



 

大台町 浦谷 協議会副会

え

の

大

す

結

い

ま

件

大台町 浦谷 協議会会員

大台町 神滝 協議会会員

と

康

す

て

大台町 清滝 協議会会員

い

に

花

め

会長 佐今さん 

苗木は毎日の管理がとても大切です。水をあげな

えていないか、虫がついていないかなど、まるで我

のように見てしまいます。 

それだけに、出荷になると少しさびしい気持ちに

大台の山でたくましく大きく育つ姿を思い浮かべ、

す。 

苗木は種から育てて大きくなるまでは山に出せな

結果がでるものではありませんが、今は趣味を兼ね

います。 

苗木は落葉樹か常緑樹、また樹種ごとでも必要な

ます。自宅の苗畑では裏山の林、庭木など日陰も利

件にあわせて苗木を生産しています。 

員 大森さん 

生産者の声 

員 添さん 

生産者仲間との間で「高齢になると続けることが

という話が出ますが、私は毎日の苗木管理で身体を

康にもつながると思っています。 

また、苗木づくりは小さなことのようですが、大

するためのはじまり。将来、災害に負けない森林に

てています。 

員 左近さん 

苗木が育っていくことに楽しみを覚えるとともに

いつもと違う様子など、今まで気づかなかったこと

になりました。 

今、大台の山をみると、スギ、ヒノキが目立ちま

花が咲き、実をつけ、葉を落とす、そんな季節とと

めるような山ができればいいなと思います。 
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森林

るさが

しても

環境

木を植

会のみ

す。５

とが私

ながら、雑草が生

我が子を育てるか

にさえなりますが、

送り出していま

ないので、すぐに

ねて楽しく育てて

な光の量が異なり

利用し、環境の条

ができるか心配」

を動かすことが健

大きな問題を解決

になると信じて育

に、元気がない、

とにも気づくよう

ます。葉が開き、

ともに変化を楽し

                                                 

苗

事務局 宮

事務局よ

林、林業をとりまく環境は依然として厳しさが続き

が見えません。スギ、ヒノキの価格は下落を続け、

も植栽せず放置されています。 

境の面、林地崩壊の面からも、この様な林地に地域

植栽し、育てていくことは森林組合の責務であり、

みなさんと一致団結して進めていきたいと考えてい

５０年、１００年後にうっそうとした大自然林に返

私たちの夢です。 

会長より

大台町の自然も

になりつつありま

しい自然を絶やさ

力を結集する必要が

この取り組みが

苗木が育ち、森にな
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苗木生産協議会 会長 天野忠一 

宮川森林組合 組合長 細渕淳輔

より 

、明

皆伐

性苗

協議

いま

すこ

り 

時代の流れとともに変化し、昔とは異なる姿

す。このような状況の中、まだ残っている美

ず子供たちに残していくために、今、地域で

があると思います。 

が大台町から広がり、いつか全国でふるさとの

なっていくことを願っています。 


